
〈
特　
集
〉
飯
島
渉
先
生

あ
る
医
療
社
会
史
研
究
の
軌
跡

井

上

弘

樹

は
じ
め
に

　

私
は
、
大
学
二
年
生
だ
っ
た
二
〇
〇
六
年
に
飯
島
渉
先
生
が
ご
担
当

し
た
演
習
形
式
の
授
業
に
参
加
し
て
以
来
、
修
士
課
程
・
博
士
課
程
に

至
る
ま
で
飯
島
先
生
に
指
導
教
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
現

在
は
感
染
症
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
A
I
D
H
）
や
科
研
費
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
で
共
同
研
究
を
し
て
い
る
。

　

飯
島
先
生
は
、
日
本
で
は
二
〇
世
紀
末
に
新
た
な
潮
流
と
し
て
登
場

し
た
医
療
社
会
史
研
究
を
け
ん
引
し
て
き
た
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
医
療
社
会
史
（social history of m

edicine

）
と
は
、
医

学
・
医
療
・
公
衆
衛
生
・
病
気
な
ど
に
注
目
し
て
政
治
・
経
済
・
文

化
・
生
活
な
ど
の
あ
り
よ
う
を
分
析
す
る
研
究
分
野
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
の
『
史
友
』
の
企
画
の
一
環
と
し
て
、
本
稿
で
私
は
、
飯

島
先
生
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
者
と
し
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
つ
つ
、

飯
島
先
生
の
主
要
業
績
の
要
点
・
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
・
課
題
を
論

じ
る
。
本
稿
は
、
あ
く
ま
で
飯
島
渉
と
い
う
一
研
究
者
の
医
療
社
会
史

研
究
に
焦
点
を
あ
て
る
が
、
そ
れ
は
医
療
社
会
史
研
究
の
史
学
史
を
論

じ
る
う
え
で
避
け
ら
れ
な
い
作
業
で
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
と
関
連

す
る
医
療
社
会
史
や
医
学
史
（history of m

edicine

）
の
史
学
史
・
研

究
動
向
の
分
析
と
し
て
は
、
日
本
語
で
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
あ

る
程
度
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
（
例

え
ば
、
鈴
木
・
二
〇
〇
二
、
福
士
・
二
〇
〇
二
、
井
本
・
二
〇
一
一
、

脇
村
・
二
〇
一
二
、
鈴
木
・
二
〇
一
四
、
飯
島
・
二
〇
一
五
、
飯
島
・

二
〇
一
七
、
鈴
木
・
二
〇
二
〇
、
福
士
・
二
〇
二
〇
、
磯
部
・

二
〇
二
一
、
廣
川
・
二
〇
二
二
な
ど
）。

　

以
下
、
私
の
元
学
生
と
し
て
の
立
場
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
分
を
除
き
、

飯
島
先
生
の
敬
称
を
略
す
。
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医
療
・
衛
生
事
業
の
制
度
化
と
近
代
性
：
ペ
ス
ト

　

飯
島
が
博
士
学
位
請
求
論
文
を
も
と
に
著
し
た
『
ペ
ス
ト
と
近
代
中

国
：
衛
生
の
「
制
度
化
」
と
社
会
変
容
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）

は
、
中
国
や
東
ア
ジ
ア
を
対
象
と
し
た
医
療
社
会
史
研
究
の
先
駆
的
業

績
で
あ
る
。
副
題
に
あ
る
「
衛
生
の
「
制
度
化
」」
と
は
、
水
道
整
備

や
労
働
衛
生
改
善
な
ど
の
衛
生
事
業
の
導
入
や
近
代
化
を
指
す
だ
け
で

は
な
い
。
国
家
に
よ
る
医
療
・
衛
生
事
業
の
「
制
度
化
」
は
、「
国
家

医
療
（state m

edicine

）」
や
「
国
家
衛
生
（state hygiene

）」
と
し
て

国
家
（
政
府
）・
個
人
関
係
の
再
編
や
統
治
機
構
・
民
間
団
体
の
再
編

の
契
機
と
な
っ
た
（
人
々
の
生
活
へ
の
国
家
権
力
・
統
治
の
浸
透
、
個

人
の
身
体
の
規
律
化
な
ど
）。
こ
う
し
た
近
代
国
家
に
特
有
で
共
通
の

あ
り
方
（
近
代
性m

odernity

）
が
あ
り
、
本
書
は
、
そ
う
し
た
「
近

代
」
世
界
の
均
質
性
や
同
時
代
性
を
生
み
出
し
支
え
た
制
度
や
仕
組
み

（
＝
近
代
性
の
構
造
）
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、
本
書
は
、
一
九
世
紀

末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ペ
ス
ト
が
流
行
す
る
な
か
で
中
国
も

近
代
国
家
機
構
を
整
備
し
て
衛
生
の
「
制
度
化
」
を
志
向
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、「
近
代
」
世
界
の
中
に
中
国
を
位
置
づ
け

た
。

　

本
書
は
、
医
療
・
公
衆
衛
生
に
備
わ
る
「
近
代
性
」（
の
構
造
）
が
、

近
代
の
中
国
や
東
ア
ジ
ア
を
論
じ
る
う
え
で
魅
力
的
な
視
点
や
概
念
に

な
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
欧
米
や
中
華
圏
で
の
先
駆
的
研
究
と

あ
わ
せ
て
本
書
は
、
医
療
・
衛
生
事
業
に
関
わ
る
制
度
・
仕
組
み
・
理

念
が
統
治
権
力
の
重
要
な
一
部
を
構
成
し
、
個
人
の
身
体
や
社
会
秩
序

の
変
容
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
様
々
な
ア
ク
タ
ー
の
せ
め
ぎ
あ
い
も
生

ま
れ
た
と
い
っ
た
視
角
を
、
医
療
社
会
史
研
究
が
共
有
す
る
こ
と
に
大

き
く
寄
与
し
た
。

　

ま
た
、
本
書
刊
行
時
の
書
評
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
中
国
の

歴
史
過
程
に
通
底
す
る
要
素
（
＝
変
わ
ら
ぬ
中
国
社
会
）
に
注
目
す
る

議
論
に
対
し
て
、
本
書
は
近
代
世
界
の
共
通
性
・
均
質
性
と
あ
る
種
の

強
制
性
を
伴
っ
て
存
在
し
た
近
代
性
を
強
調
し
て
お
り
、「
近
代
」
世

界
の
な
か
の
中
国
を
論
じ
る
意
図
が
明
確
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る

「
近
代
」
や
「
近
代
性
」
の
内
容
と
意
味
を
問
う
姿
勢
は
、
本
書
に
前

後
す
る
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
他
の
研
究
者
の
研
究
に
も
共
通
し
て
い
よ

う
。

　

さ
ら
に
、
本
書
で
は
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

本
書
は
「
東
ア
ジ
ア
近
世
論
」
が
裏
テ
ー
マ
（
？
）
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
が
争
い
と
商
業

の
な
か
で
交
流
と
衝
突
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
し
だ
い
に
各
々
性
格
の

異
な
る
社
会
を
形
成
し
た
と
い
う
「
近
世
」
論
（
岸
本
・
一
九
九
八
）

は
、「
東
ア
ジ
ア
」
の
「
近
代
」
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
問
い
を

惹
起
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
本
書
の
問
題
関
心
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

私
が
受
講
し
て
い
た
飯
島
先
生
の
近
現
代
史
の
授
業
で
も
、「
近
世
」

論
が
幾
度
か
紹
介
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
飯
島
の
問
題
関
心
は

（
本
書
で
も
示
唆
さ
れ
て
い
た
が
）
近
代
と
現
代
社
会
の
連
続
的
把
握
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に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
他
方
、
医
療
社
会
史
研
究
の
文
脈
で
は
、

こ
う
し
た
先
行
研
究
を
念
頭
に
「
東
ア
ジ
ア
と
い
う
空
間
の
近
世
と
近

代
」
を
通
時
的
に
論
じ
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
課
題
だ
ろ
う
（
東
ア
ジ

ア
と
い
う
枠
組
み
の
是
非
も
含
む
）。

帝
国
の
学
知
の
形
成
と
展
開
：
マ
ラ
リ
ア

　

私
は
大
学
二
年
生
時
に
出
席
し
た
飯
島
先
生
の
授
業
で
見
た
ア
ノ

フ
ェ
レ
ス
蚊
（
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
す
る
蚊
）
の
写
真
が
今
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
。
当
時
の
私
は
歴
史
の
授
業
に
蚊
が
登
場
す
る
と
は
思
い

も
せ
ず
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
研
究
が
あ
る
の
か
と
驚
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
（
当
時
の
私
は
飯
島
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
を
知
ら
な
か
っ
た
）。

さ
ら
に
、
三
年
生
時
の
授
業
で
は
、
植
民
地
で
の
医
療
や
公
衆
衛
生
の

普
及
は
、
人
々
の
健
康
や
生
活
水
準
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
い
う
単
純

な
構
図
で
は
な
く
、
統
治
権
力
が
浸
透
す
る
契
機
に
も
な
っ
た
と
い
う

議
論
を
学
び
、
私
は
医
療
社
会
史
に
強
く
惹
か
れ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
飯
島
の
主
要
な
研
究
成
果
が
『
マ
ラ
リ
ア
と
帝
国
：
植
民

地
医
学
と
東
ア
ジ
ア
の
広
域
秩
序
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五

年
）
で
あ
る
（
二
〇
二
三
年
に
増
補
新
装
版
が
刊
行
）。
本
書
は
、
日

本
、
台
湾
、
沖
縄
・
八
重
山
、
朝
鮮
、
満
洲
、
中
国
と
い
う
広
い
空
間

軸
と
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
後
半
と
い
う
長
い
時
間
軸
を
設
定

し
て
、
宗
主
国
が
植
民
地
統
治
の
過
程
で
蓄
積
し
た
医
学
の
体
系
と
し

て
の
「
植
民
地
医
学colonial m

edicine

」
の
形
成
、
及
び
植
民
地
医

学
や
宗
主
国
由
来
の
学
知
を
も
と
に
在
来
組
織
・
秩
序
の
再
編
を
と
も

な
っ
た
医
療
・
衛
生
事
業
の
制
度
化
や
実
践
と
し
て
の
「
帝
国
医
療

im
perial m

edicine

」
の
展
開
、
さ
ら
に
は
帝
国
崩
壊
後
の
そ
れ
ら
の

再
編
・
継
承
・
断
絶
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
植
民
地
統

治
に
お
け
る
医
療
・
公
衆
衛
生
の
役
割
を
明
快
に
論
じ
な
が
ら
、
学
知

の
蓄
積
と
展
開
を
諸
地
域
の
相
互
作
用
・
相
互
連
関
の
も
と
に
示
し
た

帝
国
史
研
究
・
東
ア
ジ
ア
史
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
植
民
地
医
学
・
帝
国
医
療
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
諸
帝
国
・
地

域
と
の
比
較
史
の
可
能
性
を
示
し
た
。
ま
た
、
開
発
原
病
の
議
論
は
環

境
史
や
経
済
史
と
の
接
点
を
備
え
て
お
り
、
植
民
地
統
治
に
お
け
る
医

療
・
公
衆
衛
生
の
位
置
づ
け
や
そ
の
継
承
と
断
絶
は
植
民
地
近
代
性
の

議
論
に
通
ず
る
。
さ
ら
に
、
研
究
者
の
移
動
、
学
閥
の
存
在
、
植
民
地

期
台
湾
か
ら
八
重
山
へ
の
マ
ラ
リ
ア
対
策
の
導
入
と
中
国
大
陸
で
の
開

拓
医
学
の
展
開
と
い
っ
た
議
論
は
、
植
民
地
科
学
を
め
ぐ
る
科
学
史
や

科
学
技
術
社
会
論
（
S
T
S
）（
加
藤
・
一
九
九
八
、
塚
原
・
二
〇
一
四
）

と
呼
応
す
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
本
書
は
、
医
療
社
会

史
研
究
を
隣
接
領
域
に
向
か
っ
て
開
き
、
そ
の
射
程
を
伸
ば
し
た
と
い

え
る
。

エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
：
日
本
住
血
吸
虫
症
、
フ
ィ
ラ
リ

ア
症
、C

O
V
ID
-19

　

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
飯
島
の
研
究
テ
ー
マ
は
日
本
住
血
吸
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虫
症
や
リ
ン
パ
系
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
な
ど
の
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
地
方
病
）

に
な
り
、
二
〇
二
〇
年
以
降
はCO

V
ID-19

と
い
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
加
わ
っ
た
（
飯
島
・
二
〇
〇
六
、
飯
島
・
二
〇
二
〇
、
飯
島
・

二
〇
二
四
）。
ま
た
、
こ
れ
に
並
行
し
て
、
飯
島
は
「
資
料
を
残
す
・

資
料
を
つ
く
る
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に

な
り
、
歴
史
学
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
・
疫
学
な
ど
の
専
門
家
と
協
同
し

て
、
学
生
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
資
料
の
収
集
や
整

理
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
（Iijim

a, Inoue and Ichikaw
a, 2021

）。

　

エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
特
定
の
地
域
に
流
行
す
る
ロ
ー
カ
ル
性
の
あ
る

感
染
症
で
あ
る
。
し
か
し
、
飯
島
の
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
研
究
の
特
徴
は
、

二
〇
世
紀
の
約
百
年
と
い
う
時
間
軸
を
と
っ
て
、
国
・
地
域
を
ま
た
い

だ
学
知
の
蓄
積
・
交
流
・
継
承
と
断
絶
や
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ

ル
ス
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
点
に
あ
り
、
時
空
間
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で

の
研
究
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

近
い
将
来
に
ま
と
ま
っ
た
一
書
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
近
代
の
中
国
や

東
ア
ジ
ア
の
時
代
性
や
歴
史
像
を
論
じ
て
き
た
飯
島
は
、
二
〇
世
紀
か

らC
O

V
ID

-19

が
流
行
す
る
現
代
に
い
た
る
ま
で
を
、
ど
の
よ
う
な

時
代
と
し
て
描
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

飯
島
の
医
療
社
会
史
研
究
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
学
界
で
共
有
さ
れ

て
い
た
問
題
関
心
と
自
身
の
研
究
の
位
置
づ
け
を
意
識
し
た
う
え
で
、

「
実
証
的
な
手
法
を
も
と
に
時
空
間
的
な
広
が
り
の
あ
る
具
体
的
な
時

代
像
や
地
域
像
」
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、「
近
代
性
や
帝
国
医
療
と

い
っ
た
応
用
力
の
あ
る
抽
象
的
な
概
念
や
議
論
の
枠
組
み
」
を
兼
ね
そ

ろ
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
飯
島
が
医
療
社
会
史
研
究
を
け
ん
引
で
き
た

一
因
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
飯
島
は
特
に
感
染
症
対
策
に
注
目
し
て
地
域

秩
序
や
社
会
秩
序
の
形
成
と
変
容
を
め
ぐ
る
「
大
き
な
枠
組
み
、
歴
史

像
」
を
提
示
し
て
お
り
、
た
だ
し
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
家
や
統
治
者
側
が

焦
点
で
主
要
な
ア
ク
タ
ー
と
な
り
、
や
や
も
す
る
と
「
上
か
ら
規
定
さ

れ
る
構
造
」
の
揺
ら
ぎ
を
捉
え
が
た
い
と
い
う
課
題
が
生
ま
れ
た
の
だ

ろ
う
。
近
年
、
近
現
代
東
ア
ジ
ア
を
対
象
と
し
た
医
療
社
会
史
研
究
に

限
っ
て
も
研
究
者
は
着
実
に
増
え
、
人
々
の
生
活
、
中
国
医
学
、
民
間

医
療
、
薬
品
、
急
性
・
慢
性
の
病
気
、
健
康
観
、
表
象
、
言
説
な
ど
多

様
な
テ
ー
マ
と
様
々
な
地
域
を
対
象
と
す
る
個
別
具
体
的
な
研
究
が
蓄

積
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
少
な
か
ら
ず
「
下
か
ら
」
や
「
せ
め
ぎ
あ

い
」
や
「
地
域
差
・
多
元
性
・
多
層
性
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
歴
史
叙

述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
個
別
事
例
・
個
々
の
経
験

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
一
方
で
、
そ
れ
ら
が
よ
り
広
い
時
空
間
的

な
文
脈
に
ど
う
位
置
づ
く
の
か
を
問
う
と
き
、
私
た
ち
は
依
然
と
し
て

飯
島
が
提
示
し
た
時
代
像
や
議
論
の
枠
組
み
に
ど
う
応
じ
る
か
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
展
開
の
可
能
性
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
ミ
ク
ロ
ヒ
ス

ト
リ
ー
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
単
に
登
場
人
物
を
増
や
す
と
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い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
歴
史
像
や
歴
史
叙
述
を
多
軸
的

に
し
た
り
、
書
き
換
え
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
セ

ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
や
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
議
論
の
蓄
積
を
踏

ま
え
る
こ
と
も
私
た
ち
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。
飯
島
の
「
制
度
化
」

や
「
帝
国
の
学
知
の
形
成
と
展
開
」
や
「
権
力
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、

国
家
や
担
い
手
と
し
て
の
男
性
が
焦
点
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。
飯
島
も

そ
の
点
は
自
覚
し
て
お
り
（
例
え
ば
、
飯
島
・
二
〇
〇
〇
の
終
章
、
飯

島
・
二
〇
二
〇
）、
飯
島
が
現
在
進
め
て
い
るC

O
V

ID
-19

研
究
で
は

「
小
さ
な
歴
史
＝
一
人
一
人
の
生
活
」
を
描
く
こ
と
が
必
要
と
も
述
べ

て
い
る
の
で
（
飯
島
・
二
〇
二
四
）、
飯
島
自
身
も
新
た
な
議
論
を
提

示
す
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
飯
島
の
よ
う
に
単
一
の
疾
病
に
焦
点
を
あ
て
る
「
垂
直

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
お
け
る
広
範
な
疾
病
と
健

康
の
問
題
を
扱
う
「
水
平
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
鈴
木
・
二
〇
〇
八
）、

あ
る
地
域
で
同
時
に
流
行
し
て
い
る
複
数
の
病
気
に
注
目
す
る
方
法

（
浜
田
・
二
〇
二
四
）、「
生
存
」
の
仕
組
み
か
ら
「
時
代
の
特
質
」
を

捉
え
る
方
法
（
大
門
・
二
〇
〇
八
）
な
ど
も
、
上
述
の
課
題
に
対
し
て

有
益
だ
ろ
う
。
医
学
哲
学
・
医
療
社
会
学
・
医
療
人
類
学
な
ど
の
議
論

（
例
え
ば
、
ケ
ア
、
自
立
、
自
律
、
病
気
観
）
も
、
医
療
社
会
史
研
究

に
直
接
応
用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
る
概
念
や

意
図
あ
る
い
は
資
料
の
読
み
に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
は
た
し
て
医
療
社
会
史
研
究
は
ど
の
よ
う
な
時
代
像
や
地

域
像
が
描
け
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
医
療
社
会
史
が
「
近
代
」
や

「
現
代
」
を
問
う
と
き
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
、「
東
ア
ジ
ア
近
世
論
」

の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
医
療
社
会
史
研
究
の
文
脈
で
「
東
ア
ジ
ア
と
い

う
空
間
の
近
世
と
近
代
」
を
通
時
的
に
論
じ
る
こ
と
は
課
題
だ
ろ
う
。

他
方
、「
近
世
」
論
そ
れ
自
体
や
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
概
念
の
是
非
、

そ
も
そ
も
「
中
国
」
を
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
言
葉
で
十
分
に
説
明
で

き
な
い
と
い
う
課
題
を
め
ぐ
る
蓄
積
も
あ
り
、
医
療
社
会
史
研
究
は
そ

う
し
た
議
論
か
ら
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
資
料
の
収
集
・
保
全
活
動
、
歴
史
教
育
、
異

分
野
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
な
ど
、
本
稿
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
飯
島
の
現
在
進
行
形
の
活
動
で
も
あ
り
、
そ

の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
私
た
ち
歴
史
学
に
関
わ

る
者
に
と
っ
て
の
課
題
で
も
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

・
飯
島
渉
『
ペ
ス
ト
と
近
代
中
国
：
衛
生
の
「
制
度
化
」
と
社
会
変

容
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

・
飯
島
渉
『
マ
ラ
リ
ア
と
帝
国
：
植
民
地
医
学
と
東
ア
ジ
ア
の
広
域
秩

序
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
（
増
補
新
装
版
、
二
〇
二
三

年
）

・
飯
島
渉
「
宮
入
貝
の
物
語
：
日
本
住
血
吸
虫
病
と
近
代
日
本
の
植
民

－57－ －56－



地
医
学
」
田
中
耕
司
編
『
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知　

七　

実
学
と
し
て
の
科
学
技
術
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年

・
飯
島
渉
「「
医
療
社
会
史
」
と
い
う
視
角
：
二
〇
世
紀
東
ア
ジ
ア
・

中
国
を
中
心
に
」『
歴
史
評
論
』
七
八
七
、
二
〇
一
五
年

・
飯
島
渉
「
感
染
症
と
権
力
を
め
ぐ
る
歴
史
学
」
歴
史
学
研
究
会
編

『
第
4
次　

現
代
歴
史
学
の
成
果
と
課
題　

第
2
巻　

世
界
史
像
の

再
構
成
』
績
文
堂
出
版
、
二
〇
一
七
年

・
飯
島
渉
『「
中
国
史
」
が
亡
び
る
と
き
：
地
域
史
か
ら
医
療
史
へ
』

研
文
出
版
、
二
〇
二
〇
年

・
飯
島
渉
「
フ
ィ
ラ
リ
ア
の
制
圧
と
二
〇
世
紀
日
本
の
熱
帯
医
学
：
風

土
病
の
制
圧
か
ら
国
際
保
健
へ
」
秋
田
茂
・
脇
村
孝
平
責
任
編
集

『M
IN

ER
V

A

世
界
史
叢
書　

八　

人
口
と
健
康
の
世
界
史
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年

・
飯
島
渉
『
感
染
症
の
歴
史
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
四
年

・Iijim
a W

ataru, Inoue H
iroki and Ichikaw

a Tom
oo, “Introducing 

activities of the A
rchives of Infectious D

iseases H
istory (A

ID
H
) 

project: H
istorical epidem

iology,” Tropical M
edicine and H

ealth, 
49-9, 2021

・
磯
部
裕
幸
「「
制
度
」
と
し
て
の
医
師
・
病
院
・
患
者
：
歴
史
学
的「
医

学
史
」
の
成
果
と
課
題
」『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
〇
四
、
二
〇
二
一
年

・
井
本
真
理
「
医
療
史
の
可
能
性
：
医
学
史
、
衛
生
史
か
ら
の
飛
躍
」

『
文
化
共
生
学
研
究
』
一
〇
、
二
〇
一
一
年

・
大
門
正
克
「
序
説
「
生
存
」
の
歴
史
学
：「
一
九
三
〇
～
六
〇
年
代

の
日
本
」
と
現
在
と
の
往
還
を
通
じ
て
」『
歴
史
学
研
究
』
八
四
六
、

二
〇
〇
八
年

・
加
藤
茂
生
「
植
民
地
に
お
け
る
科
学
技
術
の
歴
史
叙
述
に
つ
い
て
」

『
科
学
史
・
科
学
哲
学
』
一
四
、
一
九
九
八
年

・
岸
本
美
緒
『
東
ア
ジ
ア
の
「
近
世
」』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年

・
鈴
木
晃
仁
「
医
学
と
医
療
の
歴
史
」
社
会
経
済
史
学
会
編
『
社
会
経

済
史
学
の
課
題
と
展
望
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
。

・
鈴
木
晃
仁
「
治
療
の
社
会
史
的
考
察
：
滝
野
川
健
康
調
査
（
一
九
三
八

年
）
を
中
心
に
」
川
越
修
・
鈴
木
晃
仁
編
『
分
別
さ
れ
る
生
命
：

二
〇
世
紀
社
会
の
医
療
戦
略
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年

・
鈴
木
晃
仁
「
医
学
史
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」『
科
学
史
研
究
』

二
六
九
、
二
〇
一
四
年

・
鈴
木
哲
造
「
医
療
・
公
衆
衛
生
」
日
本
植
民
地
研
究
会
編
『
日
本
植

民
地
研
究
の
論
点
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年

・
塚
原
東
吾
「
展
望
：「
科
学
と
植
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